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 （分担）研究報告書 
 

       エイズ動向解析に関する研究 
 

       研究分担者 椎野 禎一郎 国立感染症研究所 感染症疫学センター主任研究官 

  研究要旨 

サブタイプBの既知の伝播クラスタ(TC)データベースを新

規患者の塩基配列で検索できるプログラム"SPHNCS"を用い

て、2003年から19年の東海地方の医療機関に来院した新規HIV

感染者から採取されたpol領域塩基配列から、国内伝播クラス

タ（dTC）の同定を行った。東海地方では、2017年以降に急速

に増加している３つのdTCと、検査で捕捉されていない感染者

の存在が示唆される２つのdTCが見出された。急速な増加が観

察されるdTCは若年層中心に流行を拡大していた。また、検査

で捕捉されていない感染者を含む可能性のあるdTCは、東海地

方のhard-to-reach層がこの伝播クラスタに関連する個別施

策層に存在していることを示唆していた。これらのdTC情報を

同研究班の臨床・社会研究者に還元し、GIS解析や社会学的調査

との関連性を調査できれば、アウトブレイクやhard-to-reachの
リスク因子について解析が可能となり、感染者の特徴の理解を通

じて、行政の対策に寄与することが期待できる。 

 

 
Ａ. 研究目的 

  エイズ動向委員会やエイズ対策政策研究事
業による過去の報告は、検査普及啓発が行き
届いていない集団の存在が我が国のエイズ対
策の大きな問題となっていることを示唆して
いる。検査のhard-to-reach層にいる感染者等
の詳細な動向を解析することで、今後の普及
啓発の対象を明らかにしてその手法を対象地
域の地方自治体に提言するため、従来の検査
普及啓発活動が活発な愛知県及び名古屋市に
おいて、名古屋医療センターを受診した新規
未治療感染者からpol領域のHIV遺伝子配列
を採取し、以前に同定された日本人HIV感染
者の国内伝播クラスタ（dTC）のどこに分布
するかを調べることで、検査会等に訪れない
HIV感染者や東海地方で急速に伝播を広げて
いるサブ集団を同定することで、啓発の新た
な標的を推定することを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
 2003年から19年に名古屋医療センターと
名古屋医療センターに薬剤耐性検査を依頼し
ている東海地方の医療機関に来院した新規H
IV感染者から採取されたウイルスのpol領域
(HXB2:2253-3260)の塩基配列から、HIV薬剤
耐性班で解析したdTC同定ツールSPHNCS
を用いてdTCを同定した。2016年～19年の東 

 

海地方由来の新規感染者の動向が注目され
るdTCについて、その性状の詳細分析、時間
系統樹の推定と臨床へのデータ還元を行っ
た。 
（倫理面への配慮） 
 臨床試料の提供を受ける場合には、研究目
的やその為に必要な事項について、平易な言
葉と文書によって提供者に説明し、書面でイ
ンフォームドコンセントを得ている。検体情
報の保存・使用にあたっては匿名化を行い、
万が一の情報漏洩の事態においても個人情
報の流出は起こりえないようにした。ヒトを
対象とする医学研究に関する倫理指針（平成
26 年12 月22 日統合公布）で定めた倫理規
定等を遵守するとともに、国立感染症研究所
および名古屋医療センターの倫理委員会の
承認を得た研究班の臨床研究計画書に基づ
いて研究を遂行した。 
 
Ｃ．研究結果 
 2017年～19年の東海地方由来の新規患者
において、pol領域の配列が得られたサブタ
イプB感染者は、251名であった。SPHNCS
による解析によって、東海地方の当該年度間
のHIV伝播は延べ67個のdTCと36名の孤発
例に分かれていることが示された。17年以
降に東海地方で急速に増加しているdTCと 

 
 

13



 
して、巨大TCの一つTC003のサブクラスタ、
同じくTC002の九州サブクラスタの移入例、
アウトブレイクが示唆されるTC098が見いだ
された。一方、 TC027とTC165ではそのネ
ットワーク構造から東海地方に検査で捕捉さ
れていない感染者が存在する可能性が示唆さ
れた。 
 
（考察） 
伝播クラスタ同定システムSPHNCSは、東

海地方で急速に感染を広げている感染者やh
ard-to-reach層を検出できる可能性がある。
今回見出した5つのdTCのうち、急速な拡大が
観察された３つはいずれも30歳台以下の若
年層を中心に構成されており、東海地方のMS
Mの若年層にHIV-1が急速に広がるグループ
が未だに存在することを示唆した。一方で、
捕捉されていない感染者の存在は２つのdTC
で示唆された。これらのdTC情報を同研究班
の臨床・社会研究者に還元し、GIS解析や社
会学的調査との関連性を調査できれば、アウ
トブレイクやhard-to-reachのリスク因子に
ついて解析が可能となるだろう。こうした感
染者の特徴を理解できれば、行政の対策に十
分に寄与できる。 
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２． 実用新案登録 
３． その他 
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